
21 1st 21
14 2nd 23

18 3rd 17

16 4th 20

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 16 0 8 0 1 4 × 2 0 1 0 1

5 × 12 0 6 0 4 5 × 59 0 27 5 0

6 × 19 0 7 5 5 6 × 7 1 2 0 3

7 × 14 3 2 1 0 7 × 11 0 5 1 4

8 × 8 0 3 2 1 8 × 2 0 1 0 1

9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 DNP 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 DNP 0 0 0 0 0 12 DNP 0 0 0 0 0

13 DNP 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 DNP 0 0 0 0 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 DNP 0 0 0 0 0

69 3 26 8 11 81 1 36 6 9

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

得点経過
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日　時

齋藤　周瑛

コーチ

69

（なし）

（なし）

81 岩成台

内島　慎太郎
合計

佐藤　真悟

○

鶴岡第二

(山形)

齋藤　亮馬

多田　政志

榎本　唯人

(愛知)

選　手　氏　名

横地　聖真

新井　海晴(CAP)

TEAM  B

●

稲田俊彦 （所属）

寺島　蒼羅

　鶴岡第二（山形）岩成台（愛知）共にハーフコートマンツーマンDefでスタート。岩成台は＃５がドライブからのレイアップシュート、リバウンド
シュートで得点を重ねる。一方、鶴岡第二も＃７の３本の３P、＃６のゴール下シュートで対抗。鶴岡第二２１－２１岩成台で１Qを終える。２Q岩成
台は＃５がひとり得点を重ねるのに対して鶴岡第二は＃４＃６＃７がバランスよく得点し一歩も譲らない。残り４分２１秒、鶴岡第二２９－３１岩成
台となったところで鶴岡第二がタイムアウト。ゲーム再開後は岩成台が＃５の４連続得点でリードを広げ鶴岡第二３５－４４岩成台で前半を終え
る。
　３Q鶴岡第二はオールコートマンツーマンDefに切り替え前からプレッシャーをかけるが、岩成台＃５が冷静にボールを運ぶ。残り６分には岩成
台＃５のゴール下シュートやアリウープからのシュートなどでその差を１０点に広げる。その後、鶴岡第二も＃４のレイアップシュートや＃５のゴー
ル下シュートで対抗するも要所での岩成台＃５のシュートをとめることができず、鶴岡第二５３－６１岩成台で最終Qへ。４Q開始直後、岩成台＃５
＃６が３連続得点。残り６分１３秒には鶴岡第二５３－６４岩成台となり鶴岡第二がタイムアウトを取る。再開後、鶴岡第二は＃５のゴール下
シュートやリバウンドシュートで得点するが、岩成台は＃５＃７が着実に得点し、鶴岡第二６９－８１岩成台で岩成台が勝利。体格を生かしボール
運びからリバウンドまでをこなした岩成台＃５の活躍と共に、最後まであきらめない鶴岡第二の健闘を称えたい。

市川　晃聖

小林　鉄馬安田　拳心

福井県中体連バスケットボール専門部

戦　　評

記載者

合計

伊藤　真央

坂尾　飛翔

今井　弘己

牧　和敬

松浦　享佑

コーチ

加賀山　陸

三浦　颯人

髙木　雄飛

佐藤　雅大

松永　康成

大野　颯馬

石原　大

佐藤　大翔

柴田　陽凪

野田　優人

武藤　慶博

多田　直矢

羽鳥　勝太

BOXスコア
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選　手　氏　名

加藤　春樹(CAP)

高田　星
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